
第 3 学年 音楽科学習指導案

１．題材 ちびっこカウボーイと友達になって歌おう

２．教材 「ちびっこカウボーイ」（阪田寛夫作詞 アキレス作曲 長谷部匡俊編曲）

３．指導観

こんな教材で こんな学習ステップで こんな指導・支援で

教材曲「ちびっこカウボーイ」

は，ちびっこカウボーイを囲ん

で歌ったり励ましている様子を

表した明るい曲である。歌詞で

表すと，一番は，西部から元気

よくやってきたカウボーイをみ

んなで囲んで楽しく歌っている

様子，二番は遠いパパとママの

ことを思い出して泣き出したカ

ウボーイを囲んで歌い励まして

いる様子を表している。

旋律は，前半部分のなめらか

な旋律と後半部分の動きの激し

い旋律に分かれており，A―B の

形式になっており，ちびっこカ

ウボーイの心情の変化や周りで

見ている人の様子の変化が A－

B の形式で表現されている。

音符の面から見ていくと，八

分音符や付点が多く使われてお

り，リズムが軽快である。その

ため，拍の流れに軽快にのりな

がらフレーズを感じ取って意欲

的に歌唱表現することが可能で

ある。

４時間

つかむ（１時間）

「ちびっこカウボーイ」の範唱

CD や歌詞を読んだりして，曲

の感じ（イメージ）について話

し合い，学習の見通しを持つ。

深める（１時間）

歌詞から４つの場面に分かれ

ていることを話し合い，それぞ

れの場面に合った表現の工夫

（思いや気持ち）について考え

させる。

味わう（２時間）

場面の様子に合った歌い方の

工夫をする。本時は，速さと強

弱の工夫を学級全体で考えて

いく。強弱などのつけ方は，場

面と場面を比較して子どもた

ちの思いを生かせるようにし

ていく。最後に，学級全体で表

現の深まりを感じ取っていく。

つかむ

「ちびっこカウボーイ」は，

アメリカの西部の男の子が主人

公であることを感じとらせるた

めに，西部やカウボーイ，バン

ジョーの写真を見せたりする。

また範唱 CD を聴かせたりして

曲の感じをつかませ，歌詞・旋

律・リズム・音程などを正しく

歌えるように拡大楽譜に書き込

みをしながら視覚的にとらえさ

せていく。

深める

場面の様子を想像しやすいよう

に，情景画４枚を提示する。そ

して，歌詞や情景画をもとに，

どんなふうに歌いたいか，一人

一人の思いや気持ちをまとめさ

せる。

味わう

場面の様子を想像しやすいよう

に用意した情景画４枚をもとに

場面ごとの表情を比べる活動を

取り入れ，速さと強弱の歌い方

の工夫を学級全体でしていく。

最後にクラスで完成させた表現

を聴き，自分たちの表現の高ま

りを感じさせることができるよ

うにする。

本学級の子どもたちは，いろいろな曲を歌ったり，曲に合わせて楽器を演奏したりすることが好きである。

音楽の時間に限らず，朝の会や休み時間でも，CD をかけて歌を歌ったり，リコーダーの曲を演奏したりと

いう姿も見られた。しかし，歌詞の表す情景や気持ちを想像したりして，表現の仕方を工夫して歌うという

経験はほとんど経験していない。学び合いの課程においても，曲想から自分なりの考えをもつことを苦手と

しており，お互いの考えを出し合い，共感して，表現を高めていくことまでに至っていない。



こんな子どもに

○ ４つの場面の様子や気持ちを想像しながら進んで歌おうとしている。 （関心・意欲・態度）

○ カウボーイを囲んで，歌ったり励ましたりしている様子や気持ちを感じとり，強弱や速度，唱法を工夫し

て表現することができる。 （感受・表現の工夫）

○ 呼吸や発音の仕方に気をつけて無理のない自然な声で歌うことができる。 （表現の技能）

４．指導計画（全４時間）

学習活動と内容 教師の指導・支援 評価規準

つ
か
む
段
階
①

１．範唱を聴き，本時のめあてにつ

いて話し合う。

２．範唱 CD と自分たちの表現を聴

き比べながら主旋律を正しく歌

う。

３．次時への見通しをもつ。

○カウボーイのイメージをもたせる

ために，写真を提示したり，絵本の

読み聞かせをしたりする。

○歌詞から曲想をとらえさせるため

に，拡大歌詞を提示する。

○教師が伴奏しながら，部分的に教師

と交互に歌わせる。

○正しい歌い方と正しくない歌い方

を教師が範唱し，聴き比べる。

○拡大楽譜に書き込みをしながら，視

覚的にとらえながら歌えるように

する。

○正しい音程で歌えるように，旋律線

をたどったり，ハンドサインで音の

高さを示したりする。

（関）歌の楽しさを感

じながら進んで歌うこ

とができる。

（技）呼吸や発音の仕

方に気をつけて，無理

のない自然な声で歌う

ことができる。

深
め
る
段
階
①

１．前時学習を想起し，学習のめあ

てをもつ。

２．歌詞を４つの場面に分け，様子

や気持ちを考える。

・１の場面・・ちびっ子カウボーイ

が元気よく歌いながらやってきた

場面

・２の場面・・楽しくみんなで歌っ

ている場面

・３の場面・・両親を思い出し，寂

しくなって泣き出した場面

・４の場面・・ちびっ子カウボーイ

を励ますようにみんなで歌う場面

３．次時への見通しをもつ。

○縦書きの歌詞をもとに，４つの場面

に分けさせる。

○場面の様子を想像しやすいように，

情景画を４枚提示する。

○自分たちの考えを書き込めるプリ

ントを用意し，場面ごとの歌い方を

記入させる。

○次時は，場面の様子に合った歌い方

の工夫をしていくことを伝える。

（関）ちびっ子カウボ

ーイの４つの場面に関

心をもって，４つの場

面に合った歌い方の工

夫を考えようとしてい

る。

（感・表）ちびっ子カ

ウボーイの場面の様子

や気持ちを感じ取り，

歌い方を考えるができ

る。

めあて ちびっ子カウボーイの歌

を正しく歌おう。

めあて 「ちびっ子カウボーイ」

の歌詞から場面わけをして，ど

んな歌い方をしたらいいかを考

えよう！



本時（３／４ 深める段階）

５．本時目標

６．本時指導の考え方

本時では，「ちびっ子カウボーイ」の４つの場面の様子やちびっ子カウボーイの気持ちを考え，その場面や

気持ちに合った歌い方の工夫（速さ・強弱）をできるようになることをねらいとしている。そこで，ちびっ子

カウボーイの歌詞をとらえやすいように，前時で提示した情景画を４枚提示し，ちびっ子カウボーイの場面の

様子を想起させるとともに，本時のめあてについて確認する。次に，前時に考えた歌い方の工夫（思いや気持

ち）について確かめる。そして，その思いや気持ちを表すためにどんな工夫をしたらよいかを考えさせる。速

さと強弱，唱法の工夫をすることで，子どもたちの思いや気持ちを表せることを確認した後は，学級全体で速

さまたは強弱の工夫について考えさせていく。速さや強弱の工夫の交流では，場面と場面の様子を比べる活動

を取り入れながら，速さと強弱の工夫を決めていく。場面の様子を比べる際は，速さも強弱も意図的に１と２

の場面，１と３の場面，２と４の場面を比べさせていく。強弱については，４の場面の工夫がメゾフォルテと

フォルテと分かれる可能性があるので，その際は，３に比べて声を大きくしていくんだねということで，児童

の気持ちを汲み取れるようにしていく。実際に歌う際は，聞き役を設定し，子どもたちの歌の強弱や速さがい

いかどうか考えさせる。最後は，本時で考えた工夫をもとにして，学級全体で歌い，表現の深まりを感じ取っ

て，児童の頑張りを認めていくようにしていく。

味
わ
う
段
階
（
本
時
）
①
／
②

１．前時学習を想起し，本時のめあ

てについて確認する。

○４つの場面でできていること

○場面の様子に合う歌い方（気持ち）

を考えたこと

２．歌い方の工夫の観点を考える。

（１）速さの工夫をする。

（２）強弱の工夫をする。

（３）唱法の工夫をする。

３．学級全体で，強弱や速さの工夫

について考える。

○１の場面と２の場面を比べる。

○１の場面と３の場面を比べる。

○３の場面と４の場面を比べる。

４．歌いくらべ・聴き比べをしなが

ら，場面に合った歌い方を決めて

いく。

５．みんなの考えた歌い方で歌い，

表現の深まりを味わう。

○学習想起のため，場面ごとの様子を

表した情景画４枚を貼る。

○場面による強弱や速さの工夫の比

較が分かるように，○の大きさで示

した強弱のカードや速さを示した

カードを貼る。

○児童の考えを生かすことが出来る

ようにピアノ伴奏を工夫する。

○場面の様子に合った歌い方になっ

ているか，聞き役を設定し確かめな

がら学習を進める。

（感・表）

ちびっ子カウボーイの

場面の様子や気持ちを

感じ取り，速さや強弱

を工夫することができ

る。

○ 場面の様子や気持ちを想像しながら，歌いひたろうとする。（関心・意欲・態度）

○ ４つの場面の様子や気持ちに合うように，速さや強弱を工夫して歌うことができる。（感受・表現）

めあて 場面の様子に合った

歌い方の工夫をしよう。



７．準備

拡大歌詞，挿絵４枚，鑑賞 CD，強弱工夫カード，速さカード，録音用 MD，

８．展開

学 習 活 動 と 展 開 教 師 の 支 援 評 価 規 準

１．前時を想起し，本時のめあてを確認する。

○ ４つの場面に分かれていること

○ 場面の様子に合う歌い方（気持ち）を考

えたこと。

めあて

２．場面わけした歌詞や挿絵をもとに，歌い方

の工夫（思いや気持ち）を発表する。

３．子どもたちの思いや気持ちを表すためにど

んな観点で工夫したらよいか考える。

○強弱の工夫（ｐ，ｍｐ，ｍｆ，ｆ）

○速さの工夫（速く，やや速く，ややおそく）

○唱法の工夫（はずんだ，なめらか）

４．学級全体で強弱や速さの工夫について考え

る。

○ 拡大歌詞に強弱カードを貼る。

○ ２つの場面を比べながら歌う。

○ ４つの場面に合う歌い方を考える。

（例）場面と場面を比べて考える。

・１と２の場面

・１と３の場面

・３と４の場面

５．みんなの考えた歌い方で歌い，表現の高ま

りを味わう。

○ 情景画４枚をもとに，前時の活動

を想起させる。

○ 話し合いをもとによりよい表現

についてまとめ，場面の様子や気持

ちに合った速さ・強弱の工夫ができ

るように話し合いを進めていく。

○ 強弱カードは，大きさをかえ，視

覚的にも強弱の変化が分かるよう

にする。

○ 速さの工夫については，ピアノ伴

奏を工夫し，児童の思いが生かされ

るようにしていく。

○ 児童の強弱の工夫は，なぜそうし

たのか，理由を歌詞や挿絵などに振

り返らせながら考えを言わせる。

○ ４の場面がｍｆとｆに分かれた

場合は，児童の気持ちを生かしなが

ら，声をだんだん大きくしていく形

でまとめていく。

○ 最初に歌った児童の声と聴き比

べ，表現の高まりを感じ取らせる。

（感）場面の様子に

合った歌い方の工

夫を考えることが

できる。

（感）４つの場面の

ちびっ子カウボー

イの様子を想像し

て歌いひたること

ができる。

場面の様子に合った歌い方（速さと強弱）を工夫しよう！



学習計画（１／３つかむ段階）

本時目標

展開

学 習 活 動 と 内 容 教師の指導・支援 評 価 規 準

１．範唱を聴き，本時のめあてについ

て話し合う。

（１）範唱 CD や歌詞をもとに曲想に

ついて話し合う。

○カウボーイの男の子が主人公の楽

しい歌であること。

（２）本時のめあてを話し合う。

２．範唱と自分たちの表現を聴き比べ

て主旋律を正しく歌う。

○歌詞や旋律を正しく覚えて歌うこ

と。

○正しい音程，リズム，発音，呼吸

法で歌うこと。

３．次時への見通しをもつ。

○カウボーイのイメージをもたせるため

に，写真を提示する。

○歌詞から曲想をとらえるために，拡大歌

詞を提示する。

○教師が伴奏しながら，部分的に教師と交

互に歌わせる。

○正しい歌い方と正しくない歌い方を教

師が範唱し，歌い比べる。

○歌詞・旋律・リズム・音程など正しく歌

うことができるように拡大楽譜に書き

込みをしながら視覚的にとらえれるよ

うにする。

○自分たちの表現と範唱 CD を聴き比べ

る。

○正しい音程で歌えるように，旋律線をた

どったり，ハンドサインで音の高さを示

したりする。

○正しい発声で歌えるように，ラララの部

分はおなかの下のほうに深く息を入れ

てからゆっくりと息を出すようにアド

バイスする。

○次時への見通しをもたせるために，次時

間は場面の様子をとらえ，歌い方を工夫

していくことを伝える。

（関）歌の楽しさを感

じながら進んで歌うこ

とができる。

（技）呼吸や発音の仕

方に気をつけて無理の

ない自然な声で歌うこ

とができる。

○ 歌の楽しさに関心をもって進んで歌おうとしている。（関心・意欲・態度）

○ 場面の様子に合った歌い方をすることに関心を持つ。（関心・意欲・態度）

○ 正しい音程，リズム，発音，呼吸法で歌おうとしている。（表現の技能）

「ちびっ子カウボーイ」の歌を正しく歌おう。



学習計画（２／３深める段階）

本時目標

展開

学 習 活 動 と 内 容 教師の指導・支援 評 価 規 準

１．前時学習を想起し，本時のめあて

について話し合う。

○リズムや旋律に気をつけて正しく

歌ったこと。

２．歌詞を４つの場面に分け，様子や

気持ちを考える。

・ １の場面・・ちびっ子カウボーイ

が元気よく歌いながら

やってきた場面

・ ２の場面・・楽しくみんなで歌って

いる場面

・ ３の場面・・両親を思い出し，寂し

くなって泣き出した場

面

・ ４の場面・・励ますようにみんなで

歌う様子

３．歌い方を工夫する。

（１）工夫の見通しをもつ。

○唱法の見通しをもつ。

○速さの見通しをもつ。

○強弱の見通しをもつ。

３．場面の様子に合うか，歌って確か

める。

４．本時のまとめをし，次時について

話し合う。

○場面の様子を想像しやすいように，情景

画４枚を提示する。

○場面の様子や気持ちをとらえさせるた

めに，場面ごとの表情を比べる活動を取

り入れる。

○既習経験を想起させ，唱法，速さ，強弱

を工夫することで，場面の様子や気持ち

をより表すことができることを確かめ

る。

○視覚的に工夫をとらえさせるために，場

面と場面を比べさせ，場面の様子に合っ

た唱法カードを提示する。

○次時は，速さと強弱について工夫してい

くことを伝える。

（感・表）

気持ちを感じ取り，速

さや強弱を工夫するこ

とができる。

○ 場面の様子に合った歌い方に関心を持って進んで歌うことができる。（関心・意欲・態度）

○ 場面の様子に合った歌い方（唱法の工夫）をすることができる。（表現の技能）

場面の様子を話し合い，歌い方を工夫しよう。

（２）場面の様子や気持ちに合

う唱法を工夫する。

○ １と２の場面について

○ １と３の場面について

○ ２と４の場面について



学習計画（３／３味わう段階）

本時目標

展開

学 習 活 動 と 内 容 教師の指導・支援 評 価 規 準

１．前時学習を想起し，本時のめあて

について話し合う。

（１）前時学習を想起して歌う。

○４つの場面でできていること。

○場面の様子に合う唱法を工夫し

たこと。

２．歌い方の工夫（速さ・強弱）をす

る。

（１）速さの工夫をする。

（２）

３．３年○組のみんなの考えた歌い方

で歌い，表現の深まりを味わう。

○前時での学習想起のため場面ごとの情

景画４枚を貼り，唱法カードを提示して

いく。

○前時に話し合った工夫の観点について

確かめる。

○自分たちの考えを整理し，工夫しやすい

ように学習プリント用意し，速さと強弱

の工夫を書き込ませる。

○場面の様子に合った歌い方になってい

るか歌って確かめる。

○発表のときは，児童の考えを生かすこと

ができるように，ピアノ伴奏を工夫す

る。

○場面による音の大きさの比較が分かる

ように強弱を○の大きさで表したカー

ドを貼る。

○４の場面の考えが分かれた場合は，児童

の考えを生かすために，声の大きさを大

きくしていく形でまとめる。

（感・表）

場面の様子や気持ちを

感じ取り，唱法を工夫

することができる。

○ 場面の様子に合った歌い方に関心を持って進んで歌うことができる。（関心・意欲・態度）

○ 場面の様子に合った歌い方（唱法の工夫）をすることができる。（表現の技能）

「ちびっ子カウボーイ」場面の様子に合う歌い方を工夫しよう。

（２）場面の様子や気持ちに合

う速さを工夫する。

○ １と２の場面について

○ １と３の場面について

○ ２と４の場面について

（２）場面の様子や気持ちに合

う強弱を工夫する。

○ １と２の場面について

○ １と３の場面について

○ ２と４の場面について



「ちびっこカウボーイと友達になろう」 発問計画

導入

T：はじめの歌をかける。

C：子どもたちは、黙って立って歌う。終わったら座る。

T：ちびっこカウボーイの学習をしていましたね。ちびっこカウボーイには、４つ場面がありま

したが、覚えていますか？どんな場面がありましたか？ 教えてください。

C：①カウボーイが馬にのって元気よく歌いながらやってきた場面があります。

C：②みんなで輪になって元気よく歌った場面があります。

C：③遠いところにいる両親のことを思い出して悲しくなって泣き出した場面があります。

C：④カウボーイを励ますようにみんなで輪になって歌った場面があります。

T：よく覚えていましたね。この４つの場面がありましたね。では、今日のめあては何でしたか？

C：場面の様子に合った歌い方の工夫をします。

T：そうでしたね。「この 4 つの場面の様子に合った歌い方の工夫をするんだったね。」

（めあてをはる。）

T：では、この４つの場面に合った歌い方で、みんなで一度歌ってみましょう。

（教師の伴奏で、ちびっ子カウボーイを歌う。）

展開

T：どうですか？ ４つの場面の様子に合った歌い方を上手にできましたか？

C：まだできていない。

T：そうですね。まだどういう歌い方をするとか、みんなで話し合いもしていないですね。それ

に、先生が聴いていて、どの場面の歌声も一緒だった気がしますよ。後ろに来ていただい

てある先生たちにも聞いてみましょうね。今の歌声でバッチリだったという先生方、手を

挙げてください。

T：今日の学習で、場面の様子に合った歌い方ができるようになるといいですね。

T：では、それぞれの場面の様子に合った歌い方は、どんな気持ちで歌うといいですか？

C：①馬に乗って元気よくやってきたので、明るく、元気に、はずんだ感じで歌います。

C：②みんなで元気よく輪になって歌っているので、明るく、楽しく、元気に歌います。

C：③遠いお父さん・お母さんのことを思い出しているので、寂しそうに歌います。

C：④カウボーイを励ましているので、温かい声で励ますように歌ったらいいと思います。

T：場面の様子を考えた、よい意見を出してくれましたね。みんなの思いや気持ちがとっても伝

わってきましたよ。でも、みんなが思いや気持ちをもっただけで、歌声がかわったり、場

面の様子があらわれるかというと、十分ではないような気がしますよ。思いや気持ちの他

に、歌のこんな部分を意識すれば歌声がかわるという工夫や観点はありませんか？

C：①強弱の工夫

C：②速度の工夫

C：③歌い方（唱法）の工夫

T：よく知っていましたね。先生も、思いや気持ちをもった上で、さらに強弱や速度、歌い方を

かえれば、曲の様子をもっと表せるようになると思います。

T：では、３つ全部は一度に工夫することは、難しいので、今日はこの中からまず１つ選んで工



夫をしていきましょう。どの工夫をしていきたいですか？

C：速さをしたいです。

T：では、速さの工夫を今日はみんなで考えていきましょう。

C：強弱の工夫をしたいです。

T：では、今日は、強さの工夫をみんなで考えていきましょう。

ここで、みんなに、教えることができます。音楽の中には、強さを表す記号があります。

その記号を使って今日は、考えてみて下さい。

ｐ・・・弱く、 ｍｐ・・・やや弱く、 ｍｆ・・・やや強く、 ｆ・・・強く

さあ、では１の場面からみんなで考えてみましょう。１の場面はどうしたらいいかな？

C：１の場面は、ちびっこカウボーイが元気よくやってきているけど、１人で歌っているので、

ｍｆがいいと思います。

C：２の場面は、ちびっこカウボーイを囲んで、町の人みんなで歌っているから、ｍｆより強く

して、ｆで歌ったらいいと思います。

C：３の場面は、遠くにいるお父さんやお母さんのことを考えて泣いているし、寂しそうな気持

ちがあるので、１より弱くして、ｍｐにしたらいいと思います。

C：４の場面は、ちびっこカウボーイがさびしい気持ちで泣いているけど、みんなで励まして輪

になって歌っているので、３より強くしてｍｆにしたらいいと思います。

T:：一通りみんなの考えが出てきたようなので、実際に歌うことで、それぞれの場面の強さが

これでいいのか、調べていきましょう！

では、みんなが歌ってしまうと、強弱がそれでいいのか確認する人がいなくなるので、強

弱の工夫をつけて歌う人、みんなの工夫した歌い方がいいのか確認する人に役割を分けた

いと思います。


